
 
  

「ষ改革検討員ভ」における主要ਡ 

 

 

次期ষ革プラン策定の必要性 

 
・০ফ২でষ革プランのੑফ২がીവ。 

・三位一体の改革による地方が受けた打撃は依然尾を引いており、特に自主財源に乏しく、

বへの依ோ২়いがৈい本県は、අつくことなくたゆまぬৡが必要。 

・職員数の೪制等引ऌਢくষ改革の必要性と、県経済の浮揚を目指すਓஷ௪ੑのৰষ

などৗたなষ要への対応との調整。 

 

 

次期ষ革プランの策定に向けた主な検討事項 

 
【基本事項】 

・平成20ফ২に策定した「ਓஷ௪ੑ」を基ກに、県િ浮揚に向け、ড়ੈ௮で地ୠ経

済のણ性৲にり組ि一方、「県改革॔ॡ३ঙンプラン」に基तいて公平、公ਫなষ

運営を進めるための体制のあり方 

・平成26ফ২からফ২ઽ੍がプラ५にૡगるৄৢしをৰਠするため、ટかつ૨

なষ財運営を進するというଳਡ 

 
 

【主なਡ】 

（１）職員定数について                                

・職員定数の目標設定（「知事部局 3,400 人体制」の次の目標をどうするか？） 



 
  

・॔क़ॺ९ش३ンॢ（০のড়の進め方） 

・人員削減の方法について 

・技能職（試験研究機関が直営方式になった中での全廃方針をどうするか？） 

 

（２）組織について 

  ・地ୠણ性৲のためટかつ૨なল機関のあり方 

 

（３）全ৡで県ୖにあたれる職員の育成                               

・人材育成の方向性、これからの県庁に求められる人材像について 

・県ড়から৶ੰを੭られる人事策 

・優秀な人材確保の方法 

 

（４）その他 

・財の全৲（自主財源の確保、依ோ財源の確保、県ઝଋৈ・ফ২૿のಓೠなど） 

・公社等外郭団体の改革                         


